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限らず、フェリー・旅客船に関する情報や一般海事情報、地域観光情報
等も含め、幅広くご提供して行きたいと考えております。
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────────────────────────────────
1. 地　域：またまた冬の北海道へ「にっぽん丸」がやってくる！
────────────────────────────────

～さっぽろ雪まつりと函館クルーズで北海道に寄港～

２月９日（木）苫小牧港、翌日の１０日（金）函館港に商船三井客船㈱
が運航する「にっぽん丸」が昨年に引き続き、冬の北海道に寄港します。

この期間は、北海道の冬の最大イベント『さっぽり雪まつり」が開催さ
れており、わずか苫小牧港からは１時間ほどの距離。

巨大雪像で驚嘆し、さらには、夜のライトアップされた雪像は幻想的な
雰囲気を満喫できます。

寒い・しばれる「冬の北海道」も素敵な季節です。函館では、世界三大
夜景と称される「函館山夜景」を堪能できます。

そして、冬の北海道の食材も“まいう～”間違いなし・・・

苫小牧や函館ばかりではなく、冬の北海道のイベントは全道各地で開催
されています。

小樽雪あかりの路、支笏湖氷檮まつり、層雲峡氷瀑まつり・・などなど
数え切れないほどのイベントがあります。

こんな数多くのイベントを楽しんでいただくよう、これからもどんどん
冬の北海道へクルーズ客船が寄港してくれることを願っています。

イベント情報は、観光情報サイトであります「るるぶ.com」からご覧に
なれます。

http://www.rurubu.com/event/list.aspx?KenCD=01

＜問い合わせ先＞
北海道クルーズ振興協議会事務局
北海道運輸局　海事振興部　旅客・船舶産業課　阿部
mailto:hok-kaijishinkou@hkt.mlit.go.jp

ページ(1)



────────────────────────────────
2. 札　幌：会場を埋め尽くした「海事セミナー」終了！
────────────────────────────────

～主催は「北海道海事団体協議会」　後援は「北海道運輸局」～

平成２４年１月２４日（火）１４：００より、札幌市内のホテル「ロイ
トン札幌」において、４年振りとなる『海事セミナー』を開催し、多く
の参加者で会場は埋め尽くされました。

セミナーは、港運、倉庫、海運関係者など約１００名が出席のもと、北
海道海事団体協議会浅原健藏会長から主催者挨拶、西川健北海道運輸局
長の来賓挨拶に続いて、「海事をめぐる最近の動きと北海道運輸局の取
り組みについて」をテーマに金田章治北海道運輸局次長が講演されまし
た。

当日配布した海事セミナーの資料は以下のＵＲＬよりご覧になれます。

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/kaiun/kaiji_kousyuukai/index.html

＜問い合わせ先＞
北海道運輸局　海事振興部
次長　立花
mailto:hok-kaijishinkou@hkt.mlit.go.jp

────────────────────────────────
3. 札　幌：さっぽろ雪まつりをフェリーに乗って観に来ては！
────────────────────────────────

～北海道の冬“最大のイベント”に家族・友人でお越しください～

毎年恒例の冬の最大イベント『さっぽろ雪まつり』が平成２４年２月６
日（月）から１２日（日）までの７日間、札幌の３会場（大通会場・つ
どーむ会場・すすきの会場）で開催されます。

例年、日本はもとより、海外からの観光客が多く来場し、迫力ある大雪
像や氷像、さらには、市民手作りの雪像など、雪や氷の芸術を堪能して
いきます。

また、雪の滑り台やスノーラフトなど、大人から子供まで雪に親しむこ
ともできます。

北海道へは航空機やＪＲでお越しいただくのも結構ですが、時間をゆっ
くり使い、優雅でのんびりした「船旅～フェリー」を体験してみてはい
かがでしょうか・・・

本州太平洋側からは、名古屋、大洗、仙台や八戸からも北海道苫小牧港
へのフェリー航路が運航され、また、青森や大間から津軽海峡を渡って
北海道函館港へのフェリーが運航されています。さらには、本州日本海
側からは、舞鶴、敦賀、新潟、秋田などから北海道小樽港と苫小牧港が
フェリーで結ばれています。

冬の海原を眺めたり、時にはフェリーと併走する海鳥やイルカを眺めた
り、シアターでの映画鑑賞など、ゆ～っくりした船旅もいいものですよ

どうぞ、白く雪化粧した北海道へお越しください。お待ちしています。
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フェリーの運航情報は、北海道旅客船協会ホームページ（以下のＵＲＬ）
からご確認ください。

http://www.ho-ships.jp/

また、さっぽろ雪まつり公式ホームページは以下のとおりです。

http://www.snowfes.com/

＜問い合わせ先＞
北海道運輸局　海事振興部
旅客・船舶産業課　加茂
mailto:hok-kaijishinkou@hkt.mlit.go.jp

────────────────────────────────
4. 全　道：平成２３年度安全総点検終了（海事モード）！
────────────────────────────────
        
～関係者の皆様のご協力に感謝いたします～

『年末年始の輸送等に関する安全総点検』は、管内の旅客運送事業者及
び不定期航路事業者並びに内航海運事業者を対象に、平成２３年１２月
１０日～平成２４年１月１０日までの期間、全道各港において実施され
ました。

この期間に運航中の対象事業者４１者中、実に４０者において自主点検
が実施され、点検内容では新型インフルエンザへの対策へ改善事項が数
件みられた他は、概ね良好な結果となりました。

道内事業者の船舶の安全に対する関心の高さと真摯な姿勢が窺われます。
 
北海道は、本州との人や物の輸送について、海上輸送に大きく依存して
います。また、これから流氷観光クルーズなど、冬季観光を目的に全国
各地から大勢の人が北海道にやってきます。

海上輸送の安全を確保することは、北海道の生活、経済、観光等にとっ
て大変重要です。

これから冬季本番を迎え、本道の周辺海域はますます厳しい気象海象に
曝されます。運航関係者の皆様は、これからも、日々安全点検を励行し、
『船舶の安心・安全確保を第一』に運航して頂きますようお願いいたし
ます。

＜問い合わせ先＞
北海道運輸局　海上安全環境部
調整官　寺門
mailto:terakado-m52xy@hkt.mlit.go.jp

────────────────────────────────
5. 事務局からのお知らせ
────────────────────────────────

▼1
クルーズ寄港情報や北海道クルーズ振興協議会の活動状況などは、北海
道クルーズ振興協議会のホームページをご覧下さい。
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/kaiun/cruise/cruise1.html
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▼2
本メルマガへのご意見・ご感想や提供可能な情報をお寄せ下さい。
また、本メルマガへの配信先として、ご紹介いただける方がございまし
たら、ご一報お願いいたします。
なお、配信先アドレスの変更や配信中止等を希望される方は、下記あて
お申し付け下さい。

▼3
バックナンバーはこちらから
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/kaiun/cruise/cruise13.html

▼4
ご意見・ご感想はこちらから
mailto:hok-kaijishinkou@hkt.mlit.go.jp

▼5
購読新規登録はこちらから
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/kaiun/cruise/cruise13_1.html

▼6
登録変更・解除はこちらから
http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/kaiun/cruise/cruise13_2.html

━…‥…━…‥…━…‥…━……‥‥……━…‥…━…‥…━…‥…━
北海道クルーズ振興協議会 事務局
国土交通省 北海道運輸局 海事振興部
旅客・船舶産業課  阿 部  純 孝
TEL:011-290-1011  FAX:011-290-1021
mailto:hok-kaijishinkou@hkt.mlit.go.jp
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